
徳
島
県
規
則
第
三
十
二
号

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
規
則
第
四
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
住
民
票
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
独
立
の
生
計
を
営

む
成
年
者
」
を
「
成
年
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
む
も
の
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
氏
名
」
を
「
、
氏
名
又
は
電
話
番
号
」
に
改
め
る
。

「氏
名

様
式
第
一
号
中
「氏

名

」
を

旧
姓

に
、
「受

け
た
い
の

又
は
通
称

（

）
」

で

」
を
「受

け
た
い
の
で

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

，
、

備
考１

修
了
証
書
に
旧
姓
又
は
通
称
の
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は

申
請
者
欄
に
当
該
旧
姓
又
は
通
称

、

を
記
入
す
る
こ
と
。

２
写
真
は

申
請
書
提
出
前
６
か
月
以
内
に
正
面
か
ら
撮
影
し
た
無
帽
の
上
半
身
像
で

縦
の
長

、
、

さ
３
０
セ
ン
チ
メ

ト
ル

横
の
長
さ
２
４
セ
ン
チ
メ

ト
ル
の
も
の
と
す
る
こ
と

．
ー

、
．

ー
。

「氏
名

様
式
第
三
号
中
「氏

名

」
を

旧
姓

に
、
「入

学
し
た
い

又
は
通
称

（

）
」

の
で

」
を
「入

学
し
た
い
の
で

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

，
、

注
１

卒
業
証
書
又
は
修
了
証
書
に
旧
姓
又
は
通
称
の
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は

当
該
旧
姓
又
は

、

通
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
入
学
を
希
望
す
る
科
に
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

３
本
科
に
あ
っ
て
は

希
望
す
る
コ
ス
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

、
ー

。

４
研
究
科
に
あ
っ
て
は

１
年
制
又
は
２
年
制
の
い
ず
れ
か
に
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い

、
。

「氏
名

様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「氏

名

」
を

に
改
め
る
。

，
、

電
話
番
号

」

「

「住
所

「住
所

様
式
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
、

氏
名

」
を

氏
名

に
、

氏
，

、

電
話
番
号

」

「



氏

名

を
」

電
話

番

名

に
改
め
る
。

号
」

「

現
住

所

新
保
証
人

氏
名

様
式
第
六
号
中
「

」
を
「

」
に
、

，
、

現
住
所

旧
保
証
人

氏
名

「

現
住

所

新
保
証
人

氏
名

電
話
番
号

を



現
住

所

旧
保
証
人

氏
名

」

電
話
番
号

「学
生
と
の
続
柄

「学
生
と
の
続
柄

に
、

を

氏
名

に
改

氏
名

」

電
話
番
号

」

」

め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
二
十
条
及
び
様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
七
年
度
以
降
の
農

業
大
学
校
へ
の
入
学
の
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
保
証
人
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


